
 

建設工事等における入札制度の改正等について 

 

 

 
１．一般競争入札総合評価落札方式の改正について 

（１）工事成績の導入 

基本は徳島県の評価基準に準じるが、企業及び配置予定技術者について、それぞれ

施工能力審査型では１件、簡易型では２件、標準型では３件の評価を試行的に導入す

る。 

（２）土木施工管理技士補、建築施工管理技士補の評価基準の新設 

現行の評価基準では「配置予定技術者の資格」において管理技術士補は評価対象外

であるが、徳島県の評価基準に準じて対象とする。 
 

 

２．一般競争入札における入札書及び工事内訳書の提出時間の変更について 

　　現行：開札前日を１７時まで　→　改正：開札前日を１５時までとする 

総合評価の事前確認を行うため→開札前日に入札書以外の提出書類の確認を行うこ

とにより、開札日以降において落札候補者に迅速に連絡を取り、契約事務をスムーズ

に行うことができ、開札結果をより早くお知らせすることができる。 

 

 

３．暫定契約事務取扱要領に係る事業者選定方針の策定について 
　小松島市大規模災害時における暫定契約事務取扱要領を令和６年に策定しているが

発災時における受注者選定の具体手順を定めた。 

 
 

 

※市内業者としての参加資格申請は，毎年必要です。（申請方法等については，毎年

１月頃に市ホームページ等でご案内しております。） 


